
コトーンスタ…ナ製造工業における副産物「コ山ンステイープリカ騨」の高度利用に‡関する研究  53  

コーンスターチ製造工業における副産物  

「コーンステイープリカー」の  

高度利用に関する研究  

節1報．コ㌦ンステイープリカー培地における乳酸嚢化性酵母の検嚢  

沌  昭夫堵；・三輪 寮遊＊・久松  眞・‡HL用ヨ 哲也  

（三蕊大学農学部，農芸化学科㌧ ＊日本食品化工胴沖央研究所）  

StudiesonValしIe－Ad（ledUtilizationofCornSteepIJiqu叫  
aByI）rOductoftheCornStarcllPlant   

Partl・SeleeモionofYeastWelトgrowninCornSteepIJiquor   

AkioTAKl＊，TaizoMIWA＊，MakotoHISAMATSUan（lTetsuyaYAMAI〕A  
D叩arlmentofA即icu】turalCllemistry，FacultyofÅ餅icも血Ire，  

MietJnivers恒・，1、sし1，514Japan  

＊Nil）POIIShokしIllin・KzlkoCo．，Ftiji，417Japan  

かし，コ榊ンステイープリカーは多螢の乳軌 アミノ酸，  

及びペプチドを含む極めて粘桐な液体で，特に液体であ  

る乳酸が存在することにより，通常の方法では乾燥でき  

ないので配☆飼料こj酌－る時，取扱いがl封雉である。  

従って，硯狛まコーンファイバーに吸着させ炭酸かレシ  

ウムで中和，乾燥しグルテンフィードとして製造販売さ  

れている。このプぎ法はファイバーの飼料鮒挺を高める点  

では優れているが，付加晰麗の商い栄寮バランスのよい  

コト血ンステイープリカー独‡当の固塑飼料原料の開発が強  

く望まれている。   

さて，種々の澱粉座薬に関連のある廃資源や余剰的な  

資源の紳飼料化を目的とする酵母機体生産に関するバイ  

オマス研究ほ多く見られ，例えば甘藷澱粉廃液に酵母を  

培華する研究－・2）罵鈴漁澱粉廃液についての微生物処  

理に関する研究3）の経営があるが，コ…ンステイープリ  

カ…から酵母せ塗屈する研究はConrady4〉，赤木5）らの  

報告があるのみである。著者らは，コ仰ンステイ仙プリ  

カーが微生物培地として優れている点に潜目し，その濃  

縮前の状態である授潰液そのものを料地として，酵母を  

培養させることでコ…ンステイ叫プリカーの栄養価を増  

進させて，付加価條の商い糾飼料を生産することを目的   

Ⅰ 緒  

コーンスターチ製造ニlニ米でコーンスターチを生産する  

際，コー・ンステイープリカーが副産物として生成する。  

即ち，その製造過程で，とうもろこし粒を0．1～0．3％の  

亜硫酸液に45ル500c，約40～48時問乳酸発酵させなが  

ら授漬する工准があり，浸潰を終った液は，授酒糟から  

抜液され爽空蒸者達装置によって固形分50％前後まで濃縮  

される。この浪締された挽潰液が「コ00ンステイプリ  

カ血」である。   

このコーンステイプリカーは，とうもろこし粒から溶  

出された可溶性蛋白軋 ペプチド，アミノ酸，糖類，ビ  

タミン頬が含まれるほか，綬潰中に乳酸発酵が行なわれ  

るため，この発酵の過程で生成される独特な成分をも含  

む極めて栄華価の商いものである。硯私 立な利用分野  

ほ微生物工業であり，特に抗生物質，ビタミン，アミノ  

酸，及び酵素生産における盗粟な境地成分として広く利  

用されている。またコ岬ングルテンフィードに混合し乾  

燥して配合飼料原料としても有効に利用されているの し  
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としている。本報では，コーンステイープリカー申の乳  

酸を炭素源として嚢化する乳酸饗化性好一鋸こついて検討  

を行ない，若干の知見を得たので報告する。  

Ⅱ 葉 酸 方 法   

1．供 統 薗  

、ヾり汀ん‘けり川．…・∫帆Jん′J甘〃J′山屈．（1川‘ナノ‘／‘ト軋J（石ト  

‘ん／り川／‘ト帆 ハ‘有り軋（、′二＼ゾ小…川∫軋 川イ町l…〃¶＝  

軋 7も門ノん♪∫∫∫胤ぶぁだ（・払仇軋の酵母を伏流瀦とし，  

麹エキス斜1而培地に300c，48時間堵魔したものを前培発  

として用いた。   

2．スクリーニング基本培地とコトーンステイープリ  

を用いて，300c，24時間武倣管藻塩培養によって，増殖  

を比較した。  

（3）2次スクリ脚ニング法   

乳酸合成培地及びコ岬ンステイ…プリカM培地で，  

300c，24時間紙験管振艶で前培儲し，その5nlJを培地  

100m∠を分注した凝数フラスコに接穂し，30¢c，24時間，  

振放回数ユ20r．p．m，振幅7cmで培養した。培発破の残  

存乳酸蕊を分析して乳酸黎化能を調べた。   

4．蘭体盤蕊及び歯数の測定   

儲体亜感：は培養液を遠心分碓（3000r、P．111）し洗浄後，  

1050c，2時紺吃燥し，菌体愈として示した。菌数の測  

定¢〉は，TllOmaの血球計を月】いた。   

5．乳酸の走蕊   

乳酸の嘉魔はBarker・SunlmerSO11法の改良法7）に準  

じた。   

6．還元椒の蒐厳   

選元搬の盤袋はSomogyi変法8－鋸 を月往、た。  

m 実験結果及び考察  

L 乳酸資化性酵母のユ次スクリーニング   

日本食1；も化エ㈱研究所保存菌株13棟，静岡大学農学部，  

京都大学虚学部より分譲された蘭株15様について，乳酸  

合成培地の寒天平面培養によってコロこ…を形成させ分  

群した後，300c，24時間武験管振飽培養によって増殖を  

比較検討した。   

Table2に酵母髄妹の培養結果を示した。その結果，  

ト次スクリーニングにおいて，乳酸合成培地及びコーン  

ステイープリカ…培地に，生育良好な簡株は下記の10楼  

であった。  

・二l）、ヾ山一イ“〃¶〃い廿＝川で」り、‘け、・こIl∴ －イ／小一り、‘ノ川．ヾ いh・t  

上1125   

し：三）ハ‘イJJ‘り州〟ん′〃り恒／川りんJl－ト1ド   

廿）J心h隼＼…Jい・‘・‘・＝1川／‘…イ／Jイl）ト1  

（現 5品血珊瑚収用血Ⅷ明細壷AS－2   

辟（1川‘ナノ、（／‘川情り＝／‘血し、一日   

㈲C馴品鼓＝扉損C－31  

（7）α舶履“如函南C～40   

困（立＼ゾイ…甘‖′∫／‘川′川／ノ／Ilし、－1   

け1／抽√′‘ん／＝・J′山〃‖J‖■／‘附、′〃ハ吊川く－lll  

（l碩 ぶゐどCゑどmSP2201   

2．乳酸変化性酵母の2次スクリーニング  

1次スクリーニングによって乳酸をよく資化する酵母   

カー培地組成  

（ユ）乳酸合成培地組成  

乳  酸  

ペプトン  

酵母エキス  

KH2POd  

MgSO47H20  

（2）コーンステイープリカ†培地  

2．5％  

0．2％  

0．3％  

0．0ノl％  

0．02％   

本報に用いたコ仰ンステイープリカwは日本食品化エ  

㈱磯の漉縮前の浅漬液を培地として用いた。   

コーンステイ仰プリカ…は原料とうもろこしの品種，  

産地，投唐桑灘などによって成分比にかなり差興がある  

が，′rablelに示したものが標準である。   

′ral）lel．Co叩〕OSition of corllSteepli（lLlOr．  

（beforeco‡ldensation）  

6．0～7．0％  

1．6～2．0％  

0．4〝（）．5切）  

0．4州0．6％  

i．ま■Wま．3％  

3．首～3．8   

totalsoli（l  

Iact主c a（：id  

reducing声ugar  

totalnitrogen  

ash  

P‖  

3．培養試験法  

（1）培地の調整   

各々の培地を就験管または500m～般盤フラスコにそ  

れぞれまOlⅥム100mJ分注し121℃，15分殺菌した。  

（2）1次スクリーニング法   

乳酸合成培地の寒天平面法によってコロニーを形成さ  

せ，次に乳酸合成培地及びコーンステイープリカナ培地  
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．ヾ、ムJ十ノー〃  

・ヾ・′′＝■＝－り－イ／小…／ハ  

T∴りイ／′川∫  

C－19  

C－40  

皇FOlO22  

膵00618  

iFOlO86  

C－31  

ト1し「1  

DFl  

IAM 1213 

IAM 4713 

IFO 0971 

日57  

2201  

PFI  

PF18  

IFO1342  

1282  

ⅠIlく1・l  

IFO2005  

IFQ 0850 

Iド（）1川7  

IFO 0306 

IFOO308  

IAM r1125 

AS20  

‡FO2017  

AS2  

1F（＝欄・l  

十＋＋ Verygoo（lgrowtll   

十  Goo（1grow血   
士  Poorgl・0ヽVt王1   

一一一  N＝1H＝1Ⅵ・tll  

南棟，10樵を選択したが，更に乳酸合成培地及びコーン  

ステイ岬プリカー培地によるフラスコ般飽培養（30¢c，  

24時間）を行ない乳酸変化能の高い酵母菌棟の2次スク  

リーニングを実施した結果を′r～ユ1）le3に示した。   

乳酸合成培地において，生野した機体駿及び培地中に  

残存している乳酸巌を比駁してみると、，敏も増殖が良好  

な萬株ほ（義鋸批払〟拓厄C－31で，次いでぶα肌闇最加  

IAM4125，∬んだ（・鮎mSP2201，ぶ用～rrog／／ゆJ〃壷∫AS－2，  

（泡JJdよ（ぬぐ〟gだJJ〟ん‡′αC－19が良好な生育を示した。次に  

コーンステイープリカー培地申の乳酸をよく黎化する薗  

株を比較すると，乳酸合成培地と，ほぼ同様の傾向を示   

し汲も乳酸変化能が商い蘭株は，£cg柁む言方才αだIAM4125  

、、・一二・・・●－・い‥∴‥・ユ●・、l、・－．ヾ・′‥‥・■、－・．．・＝∫・  

AS－2，ぷ′〃どぐ点ど用Sl）2201となる。乳酸合成培地とコト劇  

ンステイhプリカ…培地には多少，増殖に差異が生じた。  

また，乳酸黎化能の商い酵母機種の曙巻特性としては，  

培地の初期l）H3，6～3．7が，培牽終了時にはl）H恨7．0  

付近まで上界する傾向が，両培地において見受けられる。  

この現象は曙地中の乳酸が酵母によってほぼ完全に資化  

されていることを示唆している。   

以上の結果からコーンステイープリカー培地申の乳酸  

をよく資化する有望な酵母としてはぷ牒照混血右AM   
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Tal）1e3．Gro、VtilOfye言ISIsonlactic£lCidnlediunlandcorilSteepliquorbyshakingctlitureir1500  
n11Sal柑g11Chi鮎sk．  

紫L王ICtic呈l（－ま（】medium  

CLSme（l緑m   

myce】lium  residual  
1）11    かy汀Iatter（gパ）1acticacid（％）  I）H   

7．25   5．52  0．8i   3．85  1．70   

6．70   5．20  0．92   3．55  1．62   

5．42   4．79  1．48   4．10  1，54   

4Ji3  1．12   

7．01  0．14   

6．02  0．36   

3．90  1．6∠ま   

4．05  1．61   

4．65  1．38   

d．30  1．30  

5．58  0．74   

4．98  0．62   

3．75  1．73   

3．55  1．83   

3．S6  1．6（）   

3．60  l．33   

6．68  0▲10   

6．68  0．1′i   

4．98  0．56   

5．20  0．44  

Str；ま】lュ  

（：＝什J＝／‘J／‘J  ト一日  

（：／小車／J“  ト・＝  

（：J／／Jイハ  し’－：ミ1  

（－′二lノイり■川■川．ヾ／l川′川／′■′ 1tトl  

J）．＝JJ／．…イ／J、J、  l）ド1  

だ／むだr点〃て‡Sl〕．  2201  

J：／冊〃／＝′…小り／〃り・／，ノ＝ 1－1∴lド  

J川．／J‖J‖ソ．イ小′凧IJ  川（∵1・l  

．ヾ．汀J・．・てり封■招・＼・こ1l・．   

－イ／小．…ノ√／－・′ハ  し＼＼l・11コ5  

．ヽ■・〃＝で′一川イ／小り‘／ハ  ．＼1－・二！  

源Ia（：tic芸ICid（ごOrlt（触ntinlacticaく：主d medium2．5％  

源務Iactic a（：id co】1tentin CSI。mediurn   2．0りも  

4125を代表的蘭株としで選択し今後の培養統験に供し  C…31を用いてコト冊ンステイ血プリカ加増地の扉寸と帽  

た0  殖の関係をTable4に示した。両餞株ともpH鰊調整   

3・コ・鵬ンステイ…プリカ…培地の叶†調整と酵1ヨ＝ （pとI3．6）のコト脚ンステイープリか血に充分に生育し  

増殖の影聯について  p日嗣整はむしろ，増殖に不利な結束となる。例えば，   

代衣的な酵校＝封株且〝r紺∫∫ん～ピ‡AM4125，Cこ～′よ～オブ∫ NaOHで王）H謬機すると培地中の乳酸がNa塩になり，  

Tal）le4・EffectofCSl．me〔liumpHontile〉reZIStgl‘OWtl】  

Odo   

resi（ju；1l    ！acli（：aCid  0．26 0．54  fl∵明Ⅲ叫   ヽVithⅥ7e之   we～lklyfヨ  0．40 0．29  fragrant，   witllWe芭   l）aCIsITle  0．53  verybad  0．朗  l）a（ismel  
Yeast 【   Initialpをま  

．ヾ．‘げ．Li・J■．り－1J－・   

王AM∠1125  
3．S（nonadjustm僧It）   

4，8（wit王1NaOトⅠ）  

d．8（w河1NH40Ⅰ肘王）   

3．8（noIla（りustment）  

4．8（witllNaOH）  

・用い、■illlNll．1川1）  
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乳酸資化線種存NaH■NによるpIうの上舅・のため，乳酸変  

化能が低下することが推察される。飼料化には栄養面だ  

けでなく嗜好面も大きな問題となるので，両蘭礫ぶよる  

増発彼の匂いを観察したところ，C〟′J／gざC仙31培養後  

の匂いが悪く，特にNaOHで泄牒機した場合ほ著し  

い悪鬼がした。この美し£α肌W最ふパAM二4125は醸造酵  

母であることから期待された様に，培餐液は，弱いアル  

コール発酵奥を伴う芳香が稗られ糾飼料用としても好ま  

しい儲株といえる。  

要  約  

乳酸合成培地とコーンステイープリカー岬培地を用いて  

乳酸資化能の商い酵母の検索を検討した。  

（り コーーンステイープリカー培地における乳酸嚢化能  

の敢も商い酵母菌株は£αJでりg∫オαどIAM4125である。  

（2）乳酸饗化能の商い酵母を増発すると，培養終了時  

にl）H7．0付近まで上昇する。  

（3）コーンステイープリカー培地のがⅠと酵母増殖  

の関係を澤村べるとpH鯉渕奥（！）H3．6付近）のコト…ン  

ステイープリカーに充分に生育しⅠ）H開掛まむしろ増  

殖に不利な結果となる。  

（4〉 N～10Hで培地のpHを調整すると，培地中の乳  

酸がN壬i塩になるため酵瀾二の乳酸嚢化能が低下する。  

（5〉 C〟J才JJC…3ユ培餐彼の培養液の匂いが濃く，山－一止  

方£（▼だ押て′～∫JβだIAM4125の培薬酒は弱いアルコト血ル発  

酵泉を伴う芳香臭が得られ，糾飼料用としても好ましい  

菌株である。  
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